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アカデミアによる工学研究

高木　 睦

漠然とではあるが，「大学卒業後は人の役に立ちたい」と願っていた高校生の私は「工学部では産業に直
結した技術を学べる」と聞き，工学部に入学した．卒業し，「やっと世の中の役に立てる」と喜んで，ある
総合化学会社で13年間勤め，一仕事終えて退職して，大学（工学部）の教員になった．
工学は（狭義には）サイエンスを応用して大規模に物品を生産するための方法を研究する学問であると思
う．だから，講義や研究指導では「サイエンスも大事だが，ここではエンジニアリングをやる」と学生達に
再確認するとともに，「エンジニアリング（工学）は研究結果の実用化，事業化，社会実装を目指すことが
前提だから，実用化までのしっかりした（仮説を含む）道筋，すなわちロジックが工学研究には大事だよ」
と説明するようにしている．言い換えれば「どのような経済的・社会的価値をどのように創出するのか」を
十分に調査して組立ててから工学研究を始めるということだ．
実用化までのロジックはさまざまな要素を合わせて組み立てられる．たとえば，反応主原料を輸入する場

合，日々変動する為替レートは重要な要素である．この他，その産業分野の状況や流れ，商品の機能やコン
セプトの新しさ，コンペティターの状況，製造原価の目標，律速技術打開の可能性などもロジックの要素に
含まれるだろう．
現在私が所属している大学の化学系専攻（バイオも含む）だけの大学院には，工学部出身学生と理学部出

身学生がほぼ半数ずつ所属している．その中でほとんどすべての理学部出身学生の修士論文発表には，実用
化に関するロジックはなく，ひたすら化学反応のメカニズムが追及される．サイエンスはこれでいいのだと
思う．
ところで，昔の話だが，私は上記の総合化学会社に入社後も年に数回は工学関連の学会で，特にアカデミ

アの工学研究を聴講させていただいたが，中にはロジックはあるが具体性が弱く「実用化は難しいのではな
いか」と思う発表もあったと記憶している．他に，「実用化までのロジックがなくても，特許出願や企業か
ら頂いた奨学金が実用化の十分条件との思いこみ」を感じさせる発表もあった．これらに対して，実用化に
至るまでのしっかりしたロジックを工学研究者自らが組み立ててから始めた工学研究を少しでも増やすこと
ができれば，アカデミアの工学研究の産業への貢献が高まるのではないかと思う．
ではどうすれば，少しでも多くのアカデミア工学研究者が，実用化までのしっかりしたロジックを組み立

てる力を発揮できるようになるか，たたき台として考えてみた．まず，企業の中堅技術者の実用化までのロ
ジックの考え方を，アカデミアの若手工学研究者がスクール形式やe-ラーニング形式で理解できるように
ならないだろうか．もう一つは，アカデミアの若手工学研究者が研究発表する会を設ける方法である．主と
して実用化までのロジックに関するコメントを，発表を聴講した企業の中堅技術者が紙に書いて（必要なら
ブラインドで）オーガナイザーに発表会場で渡していただき，オーガナイザーから研究者に訊ねるというの
もいいかもしれない．
そして，「（他人のことは偉そうに言う反面自分のことは見えていないかもしれない小生も含めて）大規模

な研究にしても小規模な研究にしても，アカデミアの工学研究もちゃんと地に足がついている」と企業の方
にもっと言ってもらえるようになれば幸いである．
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